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◇
史
学
会
総
会

六
月

一
日
(土
)、
C
棟
三
〇
二
教
室

に
お
い
て
第
九
回
奈
良
大
学

史
学
会
総
会
が
行
わ
れ
た
。
松
島
逸
彦
学
生
委
員

の
司
会
の
も
と
、

一
九
九

〇
年
度
の
事
業

・
決
算

・
会
計
監
査
報
告
が
滞
り
な
く
行
わ

れ
、
次

い
で

一
九
九

一
年
度
の
役
員
人
事
案

・
事
業
計
画
案
と
そ
れ

に
伴
う
予
算
案
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

一
九

九

一
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

▽
会

長

水
野
柳
太
郎

▽
副

会

長

松
山

宏

▽
教
員
委
員(監

査
)

堀
内

一
徳
、
青
木

芳
夫

(編
集
)

菅
野

正

(庶
務

・
会
計
)

明
石

岩
雄

(庶
務

・
雑
誌
交
換
)

森
田

憲
司

▽
学
生
委
員

(代
表
)
米
田
武
弘
、
(副
代
表
)
川
本
哲
也
、
(渉
外
)
奥
田
雅

也
、
(書
記

・
会
計
)
三
村
多
香
子
、
(総
務
)
白
岩
修
、
妹
尾
真

二
、
田
中
宏
明
、
牧
田
留
美
、
松
平
啓
、
水
野
由
規
、
宮
内
敦
子
、

宮
田
博
和
、
(編
集
)
沢
田
潤
、
菅
野
谷
俊
英
、
万
代

恵
、
堀

有

希
、
松
島
逸
彦
、
虫
明
富
美
、
(交
流
)
姉
川
裕

一
、
今
井
睦
美
、

木
村
和
代
、
京
谷
裕
彰
、
長
尾
芳
子
、
中
野

一
平
、
(広
報
)
石
橋

都
貴
絵
、
大
月
愛
、
川
路
清
志
、
京
谷
亜
希
子
、
佐
藤
彰
彦
、
曽

田
辰
雄
、
永
井
隆
之
、
長
谷
川
祐

一
、
本
田
真
理
、
松
永
久
美
、

松
本
葉
子
、
山
下
ち
あ
き

◇
特
別
講
義

六
月

一
日
(土
)
、
史
学
会
総
会
に
ひ
き
続
き
、
奈
良
大
学
史
学
科

・
史
学
会
共
催
の
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
師

・
演
題
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

堺
女
子
短
期
大
学
助
教
授

田
中
俊
明
氏

「
い
わ
ゆ
る

『任
那
日
本
府
』
に
つ
い
て
」

立
命
館
大
学
講
師

掛
谷
宰
平
氏

「
あ
る
(青
)
少
年
の
戦
中

・
戦
後
-
戦
争
と
革
命
1
」

◇
現
地
見
学
会

春
期
現
地
見
学
会
と
し
て
、
六
月
十
五
日

(土
)
に
奈
良
町
散
策

を
行

っ
た
。
当
日
は
多
数

の
参
加
者
を
迎

え
、
賑

や
か
な
雰
囲
気
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の
中
、
係
の
説
明
に
対
す
る
質
問
も
活
発
で
あ
る
な
ど
盛
会
で
あ

っ
た
。

特
に
、
古
い
街
並
み
の
景
観
保
全

に
つ
い
て
関
心
が
高
か

っ

た
。ま

た
秋
期

に
も
、
十

一
月
十
七
日

(日
)
に
山
の
辺
の
道
散
策
を

一丁
つ
こ
。

そ

ナ「

◇
定
期
講
習
会

定
期
講
習
会
と
は
、
歴
史
関
係
の
ビ
デ
オ

(映
画

・
ド
キ

ュ
メ
ン

タ
リ
ー
等
)
を
上
映
し
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料
を
集
め
て
、
自
由
に

討
論
す

る
も
の
で
あ
る
。
本
年
度
は
六
月
二
十
二
日

(土
)
に

『
西

太
后
』

を
、
十
月
十
二
日

(土
)
に

『三
国
志
』

を
テ
ー
マ
に
開
催

し
た
。
両
回
と
も
多
数

の
参
加
者
を
迎
え
て
好
評
で
あ

っ
た
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十

一
月
三
十
日
(土
)、
第
八
回
卒
論
中
間
報
告
会
が
C
棟
二
〇
三

教
室

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
今
回
も
多
数

の
学
生
が
参
加
し
、
熱
心

に
報
告

を
聴
き
入

っ
て
い
た
。
質
疑
も
活
発
で
あ

っ
た
。

今
年
度
の
報
告
者
と
論
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
野

一
平

「
『朱

・
毛
紅
軍
』

の
成
立
と
そ
の
活
動
」

岩
田

文
章

「
山
陰
地
方
横
穴
墓
論
考
-
群
構
成

・
形
態
論
を
中

心
と
し
て
ー
」

笠
井

賢
治

「
国
人
領
主
関
氏
」

河
原
崎
統
基

「
天
明
浅
間
焼
け
を
通
し
て
み
る
中
期
封
建
社
会
の

構
造
的
特
質

に
つ
い
て
」

前
田

美
和

「
イ
ン
カ
王
道
と
チ
ャ
ス
キ
」

◇

「
史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

本
年
度
は
予
定
通
り

「会
報
」
を
六
回
発
行
し
、
通
算
で
二
十
号

を
数
え
る
に
至

っ
た
。

「
会
報
」
は
史
学
会
の
行
事
案
内
や
活
動
の

普
及
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特

に
本
年
度
は
、
書
式
の
改

善
や
関
心
の
高
い
話
題
に
つ
い
て
特
集
を
組
む
な
ど
、
内
容
の
充
実

に
力
を
い
れ
た
。

ま
た
、

一
年
次
生

へ
向
け
た

「講
読
紹
介
」
と

「
歴
史
学

へ
の
扉
」

(参
考
図
書
を
紹
介
す
る
小
冊
子
)
を
十

一
月
に
発
行
し
た
。

◇
会
員
動
向

○
松
山

宏
氏
(日
本
中
世
史
担
当
)
は
、

八
月
上
旬
、
リ
ト
ァ
ニ
ア

・
ラ
ト
ビ
ア

・
エ
ス
ト

ニ
ァ
の
バ
ル
ト
三
国
を
旅
し
た
。
そ
れ
ら
の

国

に
は
十
六
～
十
八
世
紀

の
建
物
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
現
在
も
使

用
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
国
も
町
並
保
存
に
は
非
常

に

力
を
い
れ
て
い
る
。

○
森
田
憲
司
氏
(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
三
月
十
五
日
か
ら
十
八
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日
ま
で
、
「
フ
リ
ー
ツ
ァ
ー
」
に
参
加
し
て
上
海
に
旅
行
し
た
。
氏

に
よ
れ
ば
、
上
海
市
内
を
歩
き
回
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
団
体
旅
行
で

は
訪

れ
る
機
会
の
少
な
い
史
蹟
を
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ

と
。ま

た
、
八
月
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
中
国

へ
出
張
し
、
北
京

で
開
催
さ
れ
た

「
国
際
宋
史
研
討
会
」
に
出
席
し
、
発
表

(関
干
日

本
現
存

『事
林
広
記
』
諸
本
)
を
す
る
と
と
も
に
、
会
議
終
了
後
、

資
料
収
集
調
査
の
た
め
に
、
北
京
市
内
を
は
じ
め
、
山
西
省
の
大
同

・
太
原

・
平
遙

(城
壁
都
市
と
し
て
有
名
)
な
ど
を
旅
行
し
た
。
ま

た
、
そ
の
旅
途

に
南
京
に
立
ち
寄
り
、
南
京
大
学
元
史
研
究
室
の
陳

得
芝
教
授
を
訪
問
し
た
。

つ
い
で
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
、
台
北
で
開
催
さ
れ

た

「
第
七
届
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
」
に
お
い
て
発
表

(和

刻
本

『事
林
広
記
』

に
つ
い
て
)
を
行
う
た
め
に
、

台
湾

を
訪

れ

た
。
ま
た
、
会
議
終
了
後

に
、
台
南

・
彰
化
に
旅
行
し
、
台
南
で
は

大
天
后
宮
の
普
渡
祭
典

に
参
加
し
た
。

な

お
、
北
京
出
張
は
、
奈
良
大
学
短
期
海
外
研
修
費
に
よ
る
も
の

で
あ

る
。

平
成

二
年
度

史
学

科
卒

業
論

文

〔日
本
史
〕

天
皇
権
力
と
太
政
官

-
藤
原
宮
子
大
夫
人
称
号
事
件
の
再
検
証
ー

施
薬
院
に
つ
い
て

古
代
の
女
帝
の
性
質
に
つ
い
て

ー
持
統
・
元
明
・
元
正
を
中
心
と
し
て
ー

朝
観
行
幸
の
成
立

中
衛
府
に
つ
い
て

奈
良
時
代
の
寺
院
に
お
け
る
鎮
に
つ
い
て

出
雲
国
造
の
神
賀
詞
奏
上
に
つ
い
て

女
帝
と
そ
の
背
景

ー
持
統
・
元
明

・
元
正
の
即
位
に
お
い
て
1

古
代
遷
都
の
性
格

藤
原
永
手
に
つ
い
て
の

一
考
察

古
代
に
お
け
る
僧
尼
の
統
制
に
つ
い
て

道
慈
に
つ
い
て

秋
篠
安
人
に
つ
い
て

令
制
四
位
に
つ
い
て

中
宮
の
意
義
の
変
遷

池
田

篤
史

成
山

裕
之

新
井

敏
恵

梶 尾 岡 榎 荒
谷 上 本 本 巻

佳 和 和 新世 明 美 恵 吾

 

門
井

久
登

古
賀
万
智
子

高 高 品 小 児
橋 木 川 西 島

純 春 智 輝 玉
子 美 絵 代 美
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天
智
天
皇
の
子
孫
の
処
遇
と
光
仁
天
皇
の
即
位

奈
良
時

代
太
政
官
制
の
研
究

祈
年
祭

の
衰
退
に
つ
い
て

聖
武
天
皇
の
行
幸
と
留
守

続
労
銭
考

奈
良
時

代
の
斎
宮
寮

古
代
女
帝
論

☆

☆

☆

佐

々
木
道
誉

ー
ば
さ
ら
大
名
の
代
表
者
-

豊
臣
秀
吉

の
権
力
的
性
格

戦
国
時
代

の
守
護
小
笠
原
氏
と
国
人
坂
西
氏

関
東
に
お
け
る
親
鷺

平

重

盛
1
そ
の
立
場
と
役
割
-

戦
国
末

期
の
阿
波
山
間
土
豪
に
つ
い
て

鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
将
軍
の
側
近
層

-
大
江
広
元
を
中
心
に
し
て
1

中
世
の
灌
概
に
つ
い
て

1
紀
伊
国
東
村
を
中
心
に
1

織
田
信
長
と

一
向

一
揆
勢
力
の
対
決

山 山 柳 土 羽 中 土
田 口 瀬 方 賀 井 井

秀 良 晴 亜 信 琢 昭
明 隆 紀 紀 幸 也 宏

 

中
村

介

一

池
田

賢
治

居
山

克
明

内
田

輝
美

大
西

義
二

奥
田

和
世

北
川
裕
紀
子

小
山

明
子

櫻
井

修

一

中
世
武
士
の
死
生
観

ー
鎌
倉
の
や
ぐ
ら
を
中
心
に
i

足
利
高
氏
の
六
波
羅
攻
め
の
前
後

院
政
時
代
の
民
衆
像

i
大
田
楽
の
流
行
を
中
心
に
1

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
博
多
の
復
興

南
北
朝
初
期
の
伊
勢
神
宮

中
世
の
女
性
像

-
日
野
富
子
-

戦
国
時
代
に
お
け
る
村
上
水
軍
の
動
向

山
科
家
の
家
産

-
十
五
世
紀
に
お
け
る
山
科
家
の
家
産
-

鎌
倉
期
に
お
け
る
公
武
関
係

ー
四
代
将
軍
藤
原
頼
経
の
存
在
に
つ
い
て
1

中
世
石
清
水
神
人
の
強
訴

中
世
に
お
け
る
水
軍

i
淡
路
水
軍
の
動
き
を
通
し
て
!

千
利
休
賜
死
事
件

赤
沢
朝
経
の
大
和
侵
入
と
国
人
の
動
向

中
世
に
お
け
る
吉
野
大
衆
の
動
向

中
世
に
お
け
る
非
人

斎
藤

真
也

佐
々
木
利
昭

佐
藤
理
恵
子

白
石

幸
子

白
川

郎

高
瀬

香
織

辻

伯
夫

中
尾

達
夫

中
村

容
子

林

尚
美

増
井

順
子

松
崎

恵
子

宮
里

剛

八
尾

基
代

山
崎

浩
子
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ー
非
人
施
行
に
見
え
る
慈
善
事
業
の
考
察
i

戦
国
期

三
河
に
お
け
る
諸
豪
族

の
動
向

依
田

佳
久

ー
今
川
氏
の
三
河
制
圧
過
程
に
お
け
る
松
平
、戸
田
両
氏
の
動
向
1

☆

☆

☆

薩
摩
藩

と
琉
球
の
貿
易
に
関
す
る

一
考
察

松
前
藩

の
経
済
政
策
に
み
る
蝦
夷
地
支
配

大
塩
平
八
郎
の
乱
を
通
し
て
み
た
天
保
期
の
大
坂

池
田
光
政
の
備
前
藩
政
と
庶
民
教
化
政
策

ー
郡
中
手
習
所
設
立
背
景
を
め
ぐ
っ
て
i

三
河
に
お
け
る
徳
川
氏
の
領
国
支
配
の
展
開

-
三
河
本
願
寺
教
団
に
対
し
て
i

近
世
中
期
に
お
け
る
倹
約
令
と
庶
民
生
活

過
書
奉
行
角
倉
与

一
と
過
書
船
外
の
紛
争

幕
末
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
つ
い
て
の

一
考
察

近
世
中
期
に
お
け
る
商
家
の
構
造

近
世
中
期
以
降
に
お
け
る
枚
方
宿
の
町
場
と
宿
観

松
平
定
信
の
農
政
観
と
寛
政
の
改
革

江
戸
に
お
け
る
庶
民
情
報
の
展
開

江
戸
時

代
に
お
け
る
家
譜

・
系
図
の
社
会
的
意
味

天
保

の
飢
饅
と
農
民
の
闘
争

ー
甲
州
天
保

一
揆
の
展
開
と
背
景
ー

江 植 岩 松
尻 田 貞 田

和 政
泰 哉 均 幸

 

岡
部

考
伸

酒 坂 近 片 小 荻
井 井 藤 山 野 野

明 明 麻 里 直 大
美 美 子 美 哉 輔

 

塩
田
才
恵
子

杉
原

正
英

椙
山

浩
憲

『要
助
日
記
』
か
ら
見
た
幕
末
京
都

享
保
飢
謹
に
お
け
る
施
行
と
町
人
思
想

統

一
政
権
成
立
過
程
に
お
け
る
堺
の
豪
商

の
役
割

江
戸
初
期
に
お
け
る
朝
幕
関
係
に
つ
い
て

1
幕
藩
制
成
立
期
の
一
条
件
と
し
て
の
朝
廷
-

幕
末
彦
根
藩

に
お
け
る
風
間
探
索

の
歴
史
的
意
味

江
戸
幕
府

の
出
版
統
制
と
出
版
業

ー
上
方
出
版
界
に
お
け
る
大
坂
の
特
殊
性
を
中
心
に
ー

郡
山
藩
に
お
け
る
無
地
高
増
政
策
に
つ
い
て
の

一
考
察

高
山
右
近
の
信
仰
と
築
城
に
つ
い
て

田
沼
意
次
の
失
脚
と
松
平
定
信
の
入
閣

☆

☆

☆

山
口
市
に
於
け
る
学
徒
勤
労
動
員
に
つ
い
て

1
防
長
精
神
と
教
育
ー

城
崎
温
泉
の
内
湯
訴
訟
問
題
に
つ
い
て

昭
和
初
期
に
お
け
る
琵
琶
湖
開
発
に
つ
い
て

!
人
絹
工
場
を
中
心
に
1

足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
そ
の
後

岡
山
県
南
に
お
け
る
広
域
都
市
計
画
に
つ
い
て

港
湾
都
市
門
司
の
開
発
に
お
け
る
沖
仲
仕

の
位
置

中 谷 田 鈴
村 中 木

美 賢 佐 知
和 一 知 子

 

永
井

昭
弘

野
呂

和
弘

渡 吉 橋
邊 田 本

和 義 裕
子 徳 史

 

宇
佐
川
民
子

大
川

展
弘

大
川
美
也
子

大
森

幸
恵

栗
山

和
己

近
藤

広
幸

一一91一



ー
明
治
期
の
石
炭
荷
役
を
通
し
て
1

富
士
に
お
け
る
農
業
用
水
と
工
業
用
水
の
競
合

佐
々
木
章
次
郎

北
伊
豆
地
方

に
お
け
る
農
民
運
動
の
展
開

塩
川

龍

一

i
丹
那
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
渇
水
問
題
を
通
し
て
-

愛
知
県
碧
海
郡

に
お
け
る
農
業
の
特
質
と
産
業
組
合

の
発
展

に
つ
い
て

杉
浦

隆
司

奈
良
県
再
設
置
運
動
に
つ
い
て

武
田
富
美
子

巨
椋
池

干
拓
事
業
に
関
す
る
払
下
げ
問
題

中
堀

夏
樹

東
京
都
制
成
立
に
関
す
る

一
考
察

別
所

崇

奈
良
県

に
お
け
る
木
綿
業
の
近
代
化

前
川

憲
男

奈
良
公
園
の
成
立
過
程
に
お
け
る

一
考
察

安
江

孝
司

ー
公
園
案
内
人
と
興
立
舎
を
通
し
て
1

奈
良
県

に
お
け
る
空
襲
と
文
化
財
疎
開
に
つ
い
て

湯
浅

聡
子

福
井
県
嶺
南
地
方
に
お
け
る
復
県
運
動
に
つ
い
て

吉
岡

玲
子

〔東
洋
史
〕

中
国
中
世
に
お
け
る
史
書
研
究
に
つ
い
て

元
代
に
於
け
る
色
目
人
の
活
動
に
つ
い
て

-
元
朝
初
期
四
人
の
財
務
長
官
の
権
カ
ー

清
明
上
河
図
か
ら
み
た
宋
代
の
都
市
生
活

清
代
北
京
の
書
店
業

中
国
古
代
の
民
間
医
薬

植
田

輝
行

吉
次

直
美

小
坂
真
名
美

田
中

恵
子

林

純
子

唐
の
建
国
過
程

に
つ
い
て

中
国
近
世

に
お
け
る
族
内
秩
序
の
維
持

:
族
的
規
範
と
家
族
的
規
範
ー

中
国
民
間

の
神
々
と
そ
の
伝
承

-
唐

・
宋
時
代
に
お
け
る
城
陛
神
信
仰
-

☆

☆

☆

太
平
天
国

に
お
け
る
農
民
運
動

秋
理
-
辛
亥
革
命
期
の
婦
人
解
放
思
想

宋
代
の
茶
専
売
制

に
つ
い
て

1
椌
茶
法
を
中
心
と
し
て
ー

明
代
皇
帝
独
裁
下

に
お
け
る
宙
官
の
専
横

に
つ
い
て

併
合
前

の
日
本
と
朝
鮮
の
関
係

-
朝
鮮
保
護
政
治
に
つ
い
て
ー

〔西
洋
史
〕

初
期
教
会
史

ー
何
が
彼
ら
に
力
を
与
え
た
か
ー

ゴ
ヤ
と
そ
の
時
代

ロ
ー

マ
帝
国
の
衰
亡

-
経
済
と
社
会
の
変
化
1

『否
定
告
白
』

に
お
け
る
審
判
者
-
神
々

1
そ
の
定
数
42
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ノ
モ
ス
(州
)の

関
係
に
つ
い
て
ー

原
田

拓
也

元
安
今
日
子

森
下

睦
子

木
股

英
明

紫
垣

百
合

樋
廻

隆
司

一

満
友

洋
行

92

依
藤

成
雄

一

今
藤

達
徳

苫
居

健
史

豊
濱

勇
治

亀
山

典
子



エ
ー
ゲ
海
世
界
の
古
代
都
市
文
明

に
つ
い
て

ポ
エ

ニ
戦
争
史

絶
対
主
義
時
代
の
プ

ロ
イ
セ
ン

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
7
世
の
生
涯

古
代
イ

ス
ラ
エ
ル
の
王
政
に
つ
い
て

古
代
ギ

リ
シ
ア
に
お
け
る
神
殿
建
築

古
代
ギ

リ
シ
ア
の
政
治
と
軍
事
の
関
係
に
つ
い
て

パ
ス
タ
の
歴
史

☆

☆

☆

イ
タ
リ

ア

.
ル
ネ
サ
ン
ス
と
そ
の
社
会
的
背
景
に
つ

い
て

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動

の
経
過
と
特
徴

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
展
開
に
つ
い
て

絶
対
王
政
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
変
遷
に
つ
い
て

フ
ラ
ン

ス
革
命
の
原
因
と
発
端

フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
会

の
役
割

に

つ
い
て

十
字
軍

の
展
開

カ
ス
テ

ィ
ー
リ
ヤ
に
お
け
る
内
政
と
対
外
政
策

の
発

展

に
つ
い
て

ア
ン
シ
ア
ン

.
レ
ジ
ー
ム
末
期
に
お
け
る
財
政
と
租

今
野

亮

郷
森

勇

一

杉
本

洋
文

中
埜

青
葉

西
村
真
理
子

野
間

英
志

南

康

一

向
井

和
臣

國 神 大 浅 青
分 田 場 野 山

明 和 直 明 陽
子 彦 樹 子 子

 

佐
伯

智
子

多
賀

和
美

橋
本
紀
代
子

税
に
つ
い
て

十
字
軍
時
代
に
お
け
る
宗
教
的
騎
士
団
の
形
成

ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
形
成

ー
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
に
!

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
党
派
の
動
向
と
そ
の
思
想

的
背
景
に
つ
い
て☆

☆

☆

ス
ペ
イ
ン
の
対
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
政
策

に
つ
い
て

イ
ン
カ
社
会
と
宗
教

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ウ
ォ
ー
カ
ー
論

i
奴
隷
制
の
布
告
に
つ
い
て
i

1
9
4
0
年
代

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
外
交

と
エ
ヴ

ァ

ッ
ト
外
相

先

ス
ペ
イ
ン
期
ペ
ル
ー
に
関
す
る
考
古
学
的
検
討

ー
イ
ン
カ
時
代
の
建
築
物
と
都
市
構
造
i

宥
和
政
策
と
民
衆

異
民
族

の
侵
入
と

マ
ヤ
文
明

後
古
典
期
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
社
会

〔考

古
〕

古
墳
時
代
埋
葬
頭
位
の
考
察

奈
良
市
の
廻
り
地
蔵

に
つ
い
て

ー
そ
の
意
味
と
考
察
1

増
井
良
太
郎

増
田

信
直

森
口

直
美

山
下

純
美

船
江

秀

一

河
西
加
代
子

蒲
池

清
士
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倉
住

明
子

興
椙
小
百
合

谷
本

博
則

橋
本

昌
史

前
原

和
明

出
平

知
裕

山
崎

智
弘



受
贈

雑
誌

及
び

図

書

(自

一
九
九
〇
年
十
二
月

至

一
九
九

一
年

十

月
)

○
雑

誌

ア
カ
デ
ミ
ア

(南
山
大
学
)
人
文
社
会
科
学
篇
五
三
号

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

第
四
〇
、
四

一
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)
第

一
七
号

ア
ジ
ア
の
変
容

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
第

一
八
号
)

愛
知
大
学
文
学
論
叢

(愛
知
大
学
文
学
会
)
第
九
六
-
八
輯

岩
手

史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)
第
七
四
号

お
茶

の
水
史
学

(お
茶

の
水
女
子
大
学
読
史
会
)
第
三
四
号

大
阪

の
歴
史

(大
阪
市
史
編
纂
所
)
第
三

一
号

大
分
県

立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
年
報

一
九
九
〇

岡
崎
市
史
研
究

(岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
)
第

=
二
号

鹿
大
史
学

(鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
)
第
三
八
号

海
南
史
学

(海
南
史
学
会
)
第
二
九
口75

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
中
心
)
第
九
巻
第
四
期
、
第

一
〇
巻
第

一
、
二
期

キ
リ

ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)
第
四
五
集

紀
尾
井
史
学

(上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
)
第

一
〇
号

吉
備
地

方
文
化
研
究

(就
実
女
子
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
)
第

三
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要

第
七
、
八
号

京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要

第

一
七
号

皇
学
館
史
学

(皇
学
館
大
学
史
学
会
)
第
四

・
五
号

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)
第
六
号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

文
学
部
第
二
三
号
、
短
期
大
学
部

第
三

一
号

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
五
一
巻

一
、
二
号
、
第
五
二
巻

一
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

=

一四
、
五
冊

史
学

(三
田
史
学
会
)
第
五
九
巻
第
四
号
、
第
六
〇
巻
第

一
1
四
号

史
泉

(関
西
大
学
史
学

・
地
理
学
会
)
第
七
三
、
七
四
号

史
窓

(京
都
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
八
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)
第
四
六
号

資
料
館
紀
要

(京
都
府
立
総
合
資
料
館
)
第

一
九
号

静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
論
集

第
四

一
号

秋
大
史
学

(秋
田
大
学
史
学
会
)
第
七
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

第
五
号

上
智
史
学

(上
智
大
学
史
学
会
)
第
三
五
号

信
大
史
学

(信
州
大
学
史
学
会
)
第

一
五
号

神
女
大
史
学

(神
戸
女
子
大
学
史
学
会
)
第
七
号

一94一



ス
ペ
イ
ン
史
研
究

(
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
会
)
第
六
号

住
友
資
料
館
報

第
二
二
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

一
八
号

西
洋
史
論
叢

(早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
)
第

=
一号

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
七
六
、
七
七
号

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)
第
二
三
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)
第
八
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)
第
七
号

橘
史
学

(京
都
橘
女
子
大
学
歴
史
学
会
)
第
五
、
六
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第

一
七
、

一
八
号

地
域
研
究

い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)
第
二
〇
号

近
松
研
究
所
紀
要

(園
田
女
子
大
学
近
松
研
究
所
)
第
二
号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第

一
四
号

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)
第
二
〇
号

帝
京
国
際
文
化

(帝
京
大
学
国
際
文
化
学
科
)
第
四
号

帝
京
史
学

(帝
京
大
学
史
学
科
)
第
六
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第
二
五
号

東
洋
史
苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)
第
三
六
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

第
四
四
集

徳
川
林
政
史
研
究
紀
要

第
二
五
号

寧
楽
史
苑

(奈
良
女
子
大
学
史
学
会
)
第
三
六
号

二
松

(二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)
第
五
号

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第
二
一
集

二
松
学
舎
大
学
論
集

第
三
四
号

白
山
史
学

(白
山
史
学
会
)
第
二
七
号

日
本
研
究

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
第
四
集

日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
)
第

二
三
号

日
本
常
民
文
化
紀
要

(成
城
大
学
大
学
院
)
第

一
六
号

日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
)
第

一
四
号

日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要

第
二
一
号

新
潟
史
学

(新
潟
史
学
会
)
第
二
六
号

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

一
六
号

兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要

第
9
巻
第
二
分
冊
-
二
(社
会
系
教
育
)

第
10
巻
第
二
分
冊
i
二
(社
会
系
教
育
)

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)
第
二
七
号

弘
前
大
学
国
史
研
究

(弘
前
大
学
国
史
研
究
会
)
第
九
〇
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告

第

=
一、

=
二
号

文
研
会
紀
要

(愛
知
学
院
大
学
大
学
院
)
第

一
、
二
号

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
四
三
号
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法
政
史
論

(法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
)
第

一
八
号

北
大
史
学

(北
海
道
大
学
史
学
会
)
第
三
〇
号
、
三

一
号

三
井
文
庫
論
叢

第
二
四
号

御
影
史

学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第

一
六
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)
第

二
一二

巻

一
〇
ー

一
二
号
、
第
四
巻

一
ー
六
号

明
代
史

研
究

(明
代
史
研
究
会
)
第

一
九
号

鷹
陵
史

学

(仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
)
第

一
六
、

一
七
号

横
浜
市
立
大
学
論
集

(横
浜
市
立
大
学
学
術
研
究
会
)
第
四

一
巻

一
・
二
・三
号

横
浜
商

大
論
集

第
二
四
巻
第

一
、
二
号

龍
谷
史

壇

(龍
谷
大
学
史
学
会
)
第
九
七
号

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
七
五
ー
七
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史
人
類
系
)
第

一
九
号

○
図

書

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
二
七

朝
鮮
後
期
の

慶
尚
道
丹
城
県

に
お
け
る
社
会
動
態
の
研
究
(1
)

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
二
八

ア
ジ
ア
諸
国

に
お
け
る
国
民
統
合
過
程
の
分
析

儀
式
書

を
中
心
と
し
て
み
た
平
安
時
代
政
治
機
構

の
総
合
的
研
究

(研
究
代
表
者
早
川
庄
八
)

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第
四
集

明
治
期
学
務
編
目

(群
馬

県
立
文
書
館
)

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録

九

藤
岡
市
保
美

清
水
家
文

書

(群
馬
県
立
文
書
館
)

精
華
町
の
寺
社
と
美
術

(改
訂
版
、
精
華
町
)

竹
林
寺
の
歴
史

(中
尾
良
蔵
著
)

日
本
肖
像
画
図
録

(京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
)

豊
後
国
都
甲
荘
四

国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概
報

(大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

耶
馬
台
国
の
年
代
構
造

(安
台
洲
著
)

こ
の
項
は
、
最
近

一
年
間

に
、
奈
良
大
学
史
学
会
、
も
し
く
は
奈

良
大
学
史
学
科
に
、
交
換

・
寄
贈
を
受
け
た
雑
誌

・
図
書
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
雑
誌

・
図
書
は
、
整
理
の
後
、
奈
良
大
学
図
書

館
に
移
管
さ
れ
、
全
学
の
学
生

・
教
員
の
研
究

・
学
習
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
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